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○第 1　　第 2　　◎第 1・第 2　Mメーキャップ

　　主　　題（2018 ／ 2019）
国 際 会 長　　「私たちは変えられる」　
アジア太平洋地域会長　　「アクション！」　
西 日 本 区 理 事　　「未来に残すべきものを守り育てる」
中 部 部 長　　「ワイズ総活躍中部」
名古屋クラブ会長　　「クラブライフで平和を広めよう」

2018 ～ 2019　8 月号　(No856）

在　　籍� 21 名

第 1例会� 16 名

　　メネット� 1 名

ゲスト・ビジター�� 2 名

第 2例会� 8 名

　　メネット� 0 名

　　ゲスト� 0 名

メーキャップ� 1 名

出席率� 80.9%

7 月クラブ出席 B　　　F

切手� 0pt

現金� 0pt

小計� 0pt

切手� 0pt

現金� 0pt

合計� 0pt

7
　
月

累
計
（
7
〜
7
月
）

小　尾� ○

可　知� 　

川　口� ◯

川　本� ◎

河　部� ○

鬼　頭� 　

木　本� ◯

久保田� ○

塩　田� ◯

鈴木（貞）� 　

鈴木（学）� ○

相　馬� ◎

谷　川� ◎

常　川�

中　村� M

西　村� ◎

平　野� ◎

広　瀬� ◎

深　谷� ◎

義　井� ◯

渡　辺� ◎
7　月　　個　人　出　席 第 1 例会（7/10）�

　　　　（メネット）� 西村　
　　　　（ゲスト）� 尾関静枝　深谷朗子�
　
ＢＦ代表名古屋観光案内（6/12）　塩田、相馬、西村

ＣＳ潮干狩り（6/30 矢梨海岸）
小尾、川本、谷川、中村、西村、平野、深谷
（メネット）　平野
（コメット）　小尾賞子さん　平野智大君・敦士君
（マゴメット）　小尾蘭馬君

日韓ユースセミナー・勉強会・出発式（8/4 ）
深谷　川口　川本　木本　久保田　塩田　相馬
谷川　中村　西村　広瀬　義井

第　2　例　会
と　き︰ 2018 年 8月 21日㈫ 7:00p.m. ～ 8:30p.m.
ところ：名古屋YMCA
プログラム：上半期プログラム　　その他

　ユースの活動に注目し理解を深め、積極的支援をおこないま

しょう。そこからユースとワイズメンズクラブの「つながり」

が始まる。

　名古屋YMCAでは年間を通して日常に野外活動、、サッカー、

キャンプ、スキーその他多くのプログラムを実施し、ユースの

皆さんがボランティアリーダーとして活躍し、活動を支えてい

ます。そしてボランティアリーダーはプログラムに参加する子

どもたちに大きな影響を与えています、かくゆう小生もそのボ

ランティアリーダーの影響を六十数年前に受け、今も YMCA

の会員としてつながっています。

　現在、活動を期待しているユース達の環境はすべての面で厳

しい状況にあると聞いています。このような中で奉仕活動を続

けているユースの皆さんに私達ワイズメンがどのように関わり、

交わり、つながりを持つことが出来るのしょうか。

①� �私たち，ユースメンバーが YMCAでどのようなプログラ

ムで活動しているかを知る事

②� �一つでもそのプログラムに立ち会う事。

③� ユース達と交わり話す時間を持つ事。

④� ユース達、活動の支援を手助けすること

　他にもあると思いますが各自、自主的にアタックし、これら

の案件を一つでも実行に移す事こそアクティブなワイズマンで

しょう。　　　

西日本区 8 月強調月間　Youth Activities

　小　尾　雅　彦

会　　長　深谷　聡

副 会 長　平野　実郎

書 　 記　鈴木（貞）　川本　

会　　計　川口　塩田　
ブリテン　平野　久保田　

8 月例会プログラム
納涼バーベキュー例会（雨天決行）

と　き：2018年 8月 26日㈫ 4：00p.m.～ 7：00p.m.
ところ：愛知牧場バーベキュー場
　� � � � 司　会　鈴木貞祥君
開会宣言　� 　　　��� � 会　長　深谷　誠君
ワイズソング
聖書朗読・祈祷� � 川本龍資君
ゲスト紹介�
食　事�
プログラム：本多たこ坊とタイココミュニケーション
　　　　　��お楽しみタイム
　　　　　　　　進行：谷川　修君（ドライバー）
　　　　　　　　担当：クラブサービス
　　　　　　　　（�渡辺真悟君　常川晴生君　鈴木

貞祥君）
諸報告
ハッピーバースデイ
ドライバースピーチ� � 谷川　修君
YMCAの歌
閉会宣言　� 　　　��　　　　会　長　深谷　聡君

※ 第一例会の開催日が変更になっています。ご注意ください。

9 月号　原稿担当者
巻頭言　川口　恵さん　第一例会レポート　鬼頭栄子さん

　



(2)

役職 氏名 役職 氏名 役職 氏名

会長 深 谷　 聡 ファンド 塩 田　 保 幹事 木 本 精 之 助

副会長 平 野 実 郎 〃 川 口　 恵 メネット連絡員 深 谷　 聡

書記 鈴 木 貞 祥 国際・交流 鈴 木　 学 連絡主事 広 瀬 謙 一

〃 川 本 龍 資 〃 谷 川　 修 メール委員 川 本 龍 資

会計 川 口　 恵 〃 西 村　 清 〃 鈴 木 貞 祥

〃 塩 田　 保 〃 相 馬 静 香 直前会長 谷 川　 修

Ｙサ・ユース 義 井 裕 子 ブリテン 平 野 実 郎 HP担当 鈴 木 貞 祥

〃 可 知　 将 〃 久 保 田 啓 〃 可 知　 将

ＥＭＣ 河 部　 薫 クラブサービス 渡 辺 真 悟 〃 平 野 実 郎

〃 中 村　 隆 〃 常 川 晴 生 中部国際・交流事業主査 谷 川　 修

〃 谷 川　 修 〃 鈴 木 貞 祥 ワイズ起こし運動委員 谷 川　 修

地域奉仕・環境 小 尾 雅 彦 文献保存 木 本 精 之 助 〃 河 部　 薫

〃 鬼 頭 栄 子 〃 久 保 田　 啓

〃 谷 川　 修 〃 常 川 晴 生

２０１８－２０１９年度　名古屋クラブ役員（案）

■■■� �第 1 例 会 レ ポ ー ト  ■■■

と　き：２０１８年７月１０日（火）19：00～ 20：45

ところ：名古屋ＹＭＣＡ５Ｆチャペル

　年度初めの７月度第一例会は、定期総会（2017-18 年度）、

旧新会長引継式、並びに 2018-19 年度キックオフミーティ

ングが開催され、一年を振り返ると共に、新しい年度の展望

を共有する時となった。

　定期総会資料に基づき、会長報告・各事業委員会報告・

７０周年記念事業報告・・・と、今年度もＹＭＣＡを中心と

した奉仕活動が展開されたことが感謝を以って確認できたと

共に、５８年の長きに亘り、ワイズ活動を支えてくださった

「名古屋クラブメネット会」が、今年度で一旦休会の宣言を

されたこと、７０周年スローガンで掲げた「未来を拓く」部

分（会員増強）を課題として次期に引き継がれた。

　財政面では、周年事業に費やす支出で大幅なファンドから

の取り崩しもやむなしと予想されたが、全員が委員となり関

わった７０周年記念例会の成功により、名古屋ＹＭＣＡ日本

語学院開設に伴う寄付（１００万円）等を予定通り執行し、

３４万円の取り崩しで終われた事を感謝する。

　旧新会長引継式（谷川会長�→�深谷会長）が厳か？な雰囲

気のもとで行われ、続いて新会長方針において、2018-19

年度計画を所信表明と共に「力強く」を語られた。

　「ワイズの将来を憂う声を最近よく耳にする。これはいつ

の時代にも提議される事であり、答えを求めていても、前に

は進めない。年齢層、仕事、宗教も多種多様のメンバー構成

の我がクラブ。多様性が一番の財産だと確信し、難局に立ち

向かおう！お互いに認め合い、高め合い、許しあって仲良く

なれる方法を模索しよう！愛が最強の盾であり矛である。愛・

平和・平等をバックボーンに進もう！」

　深谷新会長の今年度に寄せる思いに大いに励まされ、メン

バーの一員として、少しでも貢献できれば・・・と思わされ

る良い時となった。� （川本龍資）

メン　
8月�7 日� 広瀬謙一君
　　25日� 中村　隆君

個人消息
伊左治正文君
例会出席が困難等により 6月末を以って退会されました。
1959 年名古屋クラブへ入会以来、病に冒される以前の献身的なワイズ活動は本当に
素晴らしく、特に韓国語にも長けていて聖岩クラブとの IBC提携のお働きは今もっ
て思い出されます。長い間のワイズへの奉仕感謝いたします。
ありがとうございました。

メネット　
8月��7 日　�深谷麻奈さん�



(3)

■■■� �第 2 例 会 レ ポ ー ト  ■■■

と　き；2018 年 7月 17日 ( 火 )19：00～ 20：30
ところ；名古屋ＹＭＣＡ５Ｆチャペル

１．８月度第一例会（納涼ＢＢＱ例会）について
　1-1. ８月は特別例会「納涼ＢＢＱ例会 at 愛知牧場」とする。
　　日　時：８月２６日（日）午後４：００～７：００
　　場　所：愛知牧場ＢＢＱ会場
　　出し物：�本多たこ坊さんによる「たいこコミュニケーショ

ン」講師謝礼１万円を用意
　1-2.�オープン例会とし、メネット・コメット・マゴメット、

友人を広く誘い名古屋ワイズを知っていただくきっか
けとする。（チラシ作成：川本、申込み期限：8/17←メー
ル+ブリテン送付時同送）

　1-3.�クラブとしてお誘いする方は、近藤よしえさん他、
過去の例会卓話者に呼びかけ。クラブとして招待する
対象は、日韓ユースセミナー参加者（５名）とする。

　1-4. 準備
　　・�牧場への参加人数報告は深谷会長（8/18 以降）。当

日飲み物担当は平野君。当日マイク類段取りは谷川君。
当日設営準備（たこ坊打合せ）は深谷会長他行ける人。

　1-5. その他
　　・８月第二例会は 8/21 となる。最終調整は第二例会で。

２．日韓ユースセミナーについて
　2-1.�名古屋ＹＭＣＡとソウルＹＭＣＡの交換プログラム

である「日韓ユースセミナー」。Ｙサ・ユース事業の
一環として、今年も積極的に関わる。今年は名古屋か
らソウルに訪問する年のため、出発前の「事前勉強会・
オリエンテーション・出発会」への参加、並びに９月
第一例会の「報告会」を予定する。

　2-2. 事前勉強会・オリエンテーション・出発会について
　　　日時：８月４日（土）午後１時半～
　　　場所：名古屋ＹＭＣＡ日本語学院３Ｆ（名古屋市西区花の木）

　　　内容：�事前勉強会（在日韓国ＹＭＣＡスタッフ田附講
師）、出発会（寄付金授与）

　　　案内：�名古屋クラブメンバー全員にメール配信し、参
加を促す。（担当：川本）

　2-3. 今年度予算執行について
　　・�今年度予算の事業費⑨ソウルＹＭＣＡ交流事業支援

￥40,000 を、このセミナーの為に名古屋ＹＭＣＡに
寄付する（8/4 出発会にて授与）事を決議した。

　
３．深谷会長　ソウル聖岩クラブ（ＩＢＣ）公式訪問の件
　3-1.�今回「日韓ユースセミナー」の団長として訪韓され

る深谷会長が、ＩＢＣのソウル聖岩クラブ公式訪問の
打診をしたところ、正式に受け入れ表明があった。ユー
スセミナー開催中に聖岩クラブ例会出席等の公式行事
に参加予定

　3-2. 今年度予算執行について
　　・�今年度予算の役員活動費（会長費・韓国）￥50,000

を渡航費として執行いただく事を決議した。尚、聖岩
クラブへの「手土産代」として、事業費⑥聖岩クラブ
交流費￥80,000 の一部を充当する事も決議した。

４．９月以降　上半期の例会予定について
　4-1. ９月第一例会（9/11）
　　・�日韓ユースセミナー報告会とする。本来名古屋ＹＭ

ＣＡプログラムの報告会なので、名古屋ワイズメンズ
クラブメンバーだけにとどまらず、在名４クラブへの
呼びかけ、中部部長、中部Ｙサ事業主査にも声を掛け、
参加を要請することとする。

　4-2. １０月第一例会（10/13・土）
　　・�トヨタ産業技術記念館を会場に例会を開催する意向で、

日程がイレギュラではあるが、１０月１３日（土）の
例会開催を計画中、現時点では「予定」。塩田さんに
打診を依頼。

　4-3. １１月第一例会（11/13）
　　・�７０周年事業にて「日本語学院を継続的に支援する」

事が決定している。潮干狩りに続く第二弾として、日
本語学院を会場に留学生との交流会を開催予定。日本
語学校宛に打診を開始する（担当：川本）

　4-4. １２月クリスマス特別例会（12/9・日）
　　・�１２月９日（日）開催、会場：名古屋ガーデンパレス

を第一候補で計画中（予定）

第一例会卓話紹介

本多正典氏（タコ坊）

1980 年ヤマハドラム講師を経てセンチメンタルシティロマンス加入� 加藤登紀子、竹内まりや等サポート。
後に脚に障がいを負いパーカッションに転向喜多郎、ケイコ�リー等サポート。
現在は名古屋を拠点に名古屋フィルハーモニー交響楽団や和太鼓のサポート等の他に自身考案「タイココミュニケー
ション」の進化と普及に力を注いでいる。
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　会費は月額7,000円、年額84,000円です。特別メネット会員は年額24,000円です）できるだけ6ヶ
月分42,000円を7月と1月に納入してくださるよう、お願いします。（3ヶ月分ずつ納入される方
は7月、10月、1月、4月に納入して下さい）
ゆうちょ銀行　記号 12120　番号 82306781　　なまえ　ナゴヤワイズメンズクラブ

会計より
会費納入
のお願い

YMCA ニュース

　夏のプログラムが開始され、酷暑が続く中スタッフ・
リーダー一同、子どもたちの安全を最優先に考えたプ
ログラムを運営しております。

YMCA　8 月の予定

8 月 2日（木）～ 8月 13日（月）
　　中学生バスケットボール大会
8月 4日（土）13：30～ 16：00　
　　�日韓ユースセミナー　事前オリエンテーション・

出発式（場所：名古屋YMCA日本語学院）
8月 16日（木）～ 8月 19日（日）日韓ユースセミナー

『平和を実現する人々は、幸いである、その人たちは神の子と
呼ばれる。』

マタイによる福音書 5 章 9 節

西　村　　清

　日本人にとって８月は、広島、長崎に原爆が投下され、

また第二次世界大戦の敗戦の記念の月です。唯一被爆国日

本が世界に向けて、広島、長崎を中心に核廃絶運動を続け

てきましたが、２０１７年のノーベル平和賞が世界規模で

核廃絶運動を展開しているＩＣＡＮに贈られました。その

中心にいた一人がサーロー節子さんで、国連総会でも特別

演説をしています。彼女は広島で被爆した方で、関西学院

で宣教師であったサーローさんと結婚して今はカナダに在

住しておられます。

この「平和を実現する（平和をつくり出す）人々」は原典

では一つの単語で記されています。これは必ずしも平和を

愛する人のことではありません。平和のためにという口実

で何もしない場合があります。しかしそれは時として将来

に災いの種を蒔くことになります。事態に直面して必要な

処置をとろうとしないからです。聖書が祝福する平和とは、

問題を回避することではなく、問題に直面し、それと取り

組み、それを克服することによって生まれるものです。

　また、平和を実現する人々を「神の子」と呼ばれるとあ

ります。聖書では「神の子」はイエス・キリストのことで

すが、聖書以外でも使われることがありました。世の権力

者、支配者、たとえばローマ皇帝のような大権力者を呼ぶ

のに用いたのです。また本人が「神の子」と呼ばれること

を要求したのです。民衆は平和を望み、争いをやめさせる

力を持つ者、最大の権力をもって支配する者こそ、平和を

実現する（つくり出す）人なのだと言うのです。当時はパ

ックス・ロマーナ（Pax�Romana）、今ではパックス・ア

メリカーナと言われる、いわば力であらゆる敵を抑え込み、

平和を保つことです。

　しかしイエスはここで、名もない貧しい弟子たちに向か

って語られているのです。しかも「神の子」の「子」は複

数形で表現されている言葉が使われています。一人ではな

いのです。たしかに人の中にはいつも、紛争、対立、分裂

を起こす人がいます。反対に、人の前では憎しみが消えて

しまうような人、仲たがいを調整し、不和をやわらげ、対

立感情を解消するような人がいる。こういう人たちは神の

ような働きをしています。神の計画は、神と人との間、ま

た人と人との間に平和をもたらすことだからです。

氏　名
早天祈祷会 西村　清（委員長）
YMCA/YwCA合同祈祷会 西村　清（委員長）
名古屋YMCA南山幼稚園バザー 川本龍資（委員長） 谷川　修（委員）
クリスマスキャロル 小尾雅彦（副委員長）可知　将（委員）
日韓ユースセミナー 深谷　聡（団長）
チャリティゴルフ 深谷　聡（副委員長）川本龍資（委員）
会員増強委員会 川本龍資（委員長） 谷川　修（委員）
YMCA大会 渡辺真悟（委員）
ピンクシャツデイ 川本龍資（委員長）
日和田委員会（学童キャンプ）渡辺真悟（副委員長）
チャリティーラン 義井裕子（委員）
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